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研究成果の概要（和文）：ヨーロッパ産業遺産ルートのもととなったルール地方の産業文化ルートの歴史と現
状、産業文化ルートにおける管理運営と産業遺産の観光 資源化についての成果を検討した。スウェーデンにつ
いてはコロナ禍等のために実施することはできなかった。国内の産業遺産については、鉄道遺産の価値変遷と電
気品について、東芝・東洋電機製造・日立製作所・三菱電機のメーカー別に技術発展の跡づけを試みた。工場に
ついては、明治期の煉瓦造の紡績工場を調査し、文化財的な位置付けの基礎資料を提示した。大正2(1913)年に
完成した宇治推力発電所について、現地調査と文献調査を実施し、プラン・構造・意匠の面からその特徴と建築
設計者を特定した。

研究成果の概要（英文）：We examined  history and current status of  industrial cultural route in 
Ruhr region, which was basis of  European industrial heritage route, management and operation of  
industrial cultural route, and the results of turning the industrial heritage into tourism 
resources. As for Sweden, it was not possible to implement it due to the corona disaster and other 
factors. As for domestic industrial heritage, we tried to trace  technological development of 
Toshiba, Toyo Denki Seizo, Hitachi,  Mitsubishi Electric regarding the changes in  value of railway 
heritage and electrical products.As for the factory, we researched a brick spinning factory in the 
Meiji period and presented basic materials for its position as a cultural property. On the Uji water
 power station completed in 1913, we conducted field survey and  literature survey, and identified 
its characteristics and architect from the aspects of plan, structure, and design.

研究分野： 産業遺産学

キーワード： 産業遺産　ルール工業地帯　工場　鉄道遺産　産業遺産ルート（ERIH）　保存と利活用　ドイツ　宇治
発電所

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツのルール工業地帯に点在する産業遺構・遺跡は、炭鉱の巻き上げ機や坑道、製鉄所の高炉、コークス炉、
ガスタンク、運河、鉄道などの諸施設である。それらは巨大な機械構造物であり建造物である。それらを文化
的、社会的、歴史的価値あるものとして意義づける時、将来に末永く保存する価値あるものは産業遺産と呼ばれ
る。産業遺産の保存と継承には、相当の財源の確保が必須である。産業文化ルートという仕組みは、産業遺産を
観光資源と位置づけて行政や財団などが修復・整備し、テーマごとに観光ルートとして結びつけることによっ
て、観光資源としての価値をより高めている。この取り組みが地域の環境保全と再生に大きな役割を担ってい
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

過去に創出された産業技術の成果である産業遺産、近代化遺産は、歴史的、技術的、

社会的に価値ある文化遺産であるが、その概念、保存・継承、利活用のあり方は法規や

文化的習慣を背景に国によって大きく異なる。これらを比較し学問的に検討、評価する

ためには、学際的な研究再構成が必要である。本研究では、これまで個別に議論されて

きた産業遺産を取り巻く諸要素、すなわち所有者、地域住民、行政、保存のため 

の科学技術などを多面的に捉え、それらの相互作用として産業遺産を再評価し、持続可

能な保存と利活用のためのマネジメンの解を探索しようとするものである。 
 
２．研究の目的  

近年、文化行政に「近代化遺産」の概念が導入され、ダムや橋梁、工場などの屋外構
造物も歴史遺産として含める考え方が定着してきた。また、新日鐵八幡製鐵所のように、
現在稼働中の工場も産業遺産に含める考え方も生まれた。このことは、優品保存から利
活用に大きく転換しつつあることを意味する。つまり、これまで産業遺産保存の基とな
る学術的価値の同定を担った経済史、産業史、技術史、博物館学だけでは対応不可能で、
土木・建築といった新しい学術領域からの参画と、持続可能な利活用を導く優良なマネ
ジメントが求められるようになった。本研究の目的は、このような学術領域の深化と拡
大、ならびにマネジメント(非学術領域)との接合のための解を探ることであり、新しい
産業遺産の 保護と利活用を推進するための学術的基盤の再構築を図ろうとするもので
ある。  
 
３．研究の方法 

ドイツ、スウェーデン、日本における「製鉄」「鉱山」「鉄道」「工場建築」を対象とし
て、技術や産業の変化、産業遺産としての価値の変遷の歴史を踏まえ、所有者と地域住
民との対話を経て、資料館・記念館・博物館建設による保存継承、工場建築やプラント
など屋外構造物の修復による保存と利活用に至った経緯について、所有者、地域住民、
行政による相互作用として分析、解明するとともに、持続可能な保存と利活用のための
マネジメントの解を探る。具体的には、リノベーションによる利活用の海外事例が増え
ている点に鑑み、ドイツ、スウェーデン、日本の 3か国における「製鉄」「鉱山」「工場
建築」「鉄道」に該当する諸施設、遺跡・遺構を調査し、所有者、地域住民、行政などへ
のヒアリング、経済史、産業史、経済地理学、保存科学の研究者ならびに建築施工・土
木技術者への聞き取りによって、各国の産業遺産の評価の歴史的変遷と利活用のための
取り組みの実態について調査する。 これらの調査から、資料館・記念館・博物館建設
による保存継承の時代から工場建築やプラントなど屋外構造物の修復による保存と利
活用に変化した経緯について、所有者、地域住民、行政による相互作用の実態を分析 、
解明するとともに、持続可能な保存と利活用のためのマネジメントの解を探る。また「鉱
山」「製鉄」に関する調査の際、原料と製品の輸送に欠かせない「鉄道」と「工場建築」
を併せて調査することによって、システムとしての産業遺産の評価、保存、利活用のあ
り方を包括的に検討する。  
 
４．研究成果 
ヨーロッパ産業遺産ルート(ERIH)のもととなったドイツ、ルール地方の産業文化ルー
トの歴史と現状、産業文化ルートにおける管理運営と産業遺産の観光 資源化について
の成果について検討し、文献調査と現地調査を実施した。スウェーデンについては、ヨ
ータ運河の調査すべき内容について検討し、調査日程を具体的に計画したが、コロナ禍
等のために実施することはできなかった。 

ドイツのノルトライン・ヴェストファーレン州の中心部に位置するルール工業地帯は、

欧州一のルール炭田を擁し、その採掘された豊富な石炭をもとに、コークス業、鉄鋼業

をはじめとする重工業が発展し、鉄道や運河網が整備されたドイツ屈指の工業地帯であ

る。第二次世界大戦後、エネルギー資源が石炭から石油に移り、1960 年代の炭鉱の閉山

とともに、この地域の鉱工業は急速に衰退した。残されたのは、炭鉱の巻き上げ機や坑

道、製鉄所の高炉、コークス炉、ガスタンク、運河などの諸施設などである。 

1989 年、衰退したルール地方の地域再生のための IBA（国際建築展）エムシャー・パ



ークが開催された。IBA エムシャー・パーク・プロジェクトは、産業遺産の再活用を軸

として実施された。1990 年、IBA エムシャー・パーク・プロジェクトの中から、ルール

地方特有の産業遺産を観光資源とする産業文化ルート（ルート・デア・インダストリー・

クルトゥーア）が創設された。この地域活性化のための産業文化ルートは、後にヨーロ

ッパ産業遺産ルート（ERIH: European Route of Industrial Heritage）の創設の礎と

なった。産業文化ルートは、ルール地方連合 RVR の産業文化(遺産)課が管理運営してい

る。 

産業文化ルートは、ルール地方の全体の産業遺産の文化ネットワークであるが、その

中に 28 のテーマ別ルートを設定し、訪問者に専門的に深い知見を体験できるようなル

ートとして情報発信されている。産業文化ルートの中核は、25 のアンカーポイントで

ある。それらはルール地方の産業史の多様性を表しており、重要な産業遺産や博物館は、

アンカーポイントに指定し、産業文化ルートの情報発信地としている。本研究では、こ

のアンカーポイントとなっている施設を中心に保存の現状と利活用の実態について調

査した。2017 年度のルール地方連合が行った産業文化ルートの諸施設の訪問者数は、

約 725 万人と報告され、産業遺産の観光資源化が地域再生に大きな役割を果たした。そ

の後、Covid19 感染防止対策のため、訪問者数は激減したとみられるが、2023 年３月の

時点では、まだ Covid19 前の盛況にはなっていない。 

本研究での産業文化ルートの調査地は、別紙一覧の通り２７施設であるが、ヨーロッ

パ産業遺産ルート ERIH の施設として標識があるのは 5 件のみで積極的な情報発信は見

られなかった。産業遺産保存・継承のために持続可能なマネジメントについては、諸施

設の管理運営をどこが担当しているのか、が問題となる。調査した２７施設のうち、市

（デュイスブルク、ミュールハイムなど）が管理運営しているものは、10施設あった。

ラインラント地方連合やヴェストファーレン＝リッペ地方連合が管理運営しているも

のは、ツォルフェライン炭鉱Ⅱ／Ⅳなど６施設である。財団あるいは登録社団が管理運

営している施設は、６施設である。その他、会社が管理運営しているものは、４施設あ

る。いずれの施設もマネジメントの面からは、運営資金の確保に成功していると見られ

るが、それを持続可能にしていくための課題は、運営団体自身が持続可能であり、運営

管理費を予算化できることにかかっていると見られる。 

本研究の関連で 2019 年度に調査した産業文化ルートのアンカーポイントのひとつ、

オーバーハウゼンのガソメーター（Gasometer）は、内部は全面的に改装し、展示ホー

ルとして再活用している。外殻は産業遺産として保存しつつ、内部は全く違う物として

再活用することで、永続的に保存していくという事例である。その他、ヴァルトロップ

のマニュファクトム・ヴァルトロップ（Manufactum Waltrop）も、旧ヴァルトロップ鉱

山の建物を遺しつつ、内部は改装して、事務室やレストラン、展示・販売ホールとして

再活用している。このような産業遺産としての姿を遺しつつ、再活用していくことは、

産業遺産の保存を持続可能なものにする一方法として評価できる。ドイツ、ノルトライ

ン・ヴェストファーレン州の旧ルール工業地帯に点在する産業遺構・遺跡は、炭鉱の巻

き上げ機や坑道、製鉄所の高炉、コークス炉、ガスタンク、運河、鉄道などの諸施設な

どである。それらは、高炉や立坑櫓に見られるように巨大な機械構造物であり建造物で

ある。それらを文化的、社会的、歴史的価値あるものとして意義づけるとき、将来に末

永く保存していく価値あるものは産業遺産と呼ばれる。産業遺産の保存と継承には、相

当の財源の確保が必須である。産業文化ルートという仕組みは、産業遺産を観光資源と



位置づけて市（行政体）や財団などが修復・整備し、テーマごとに観光ルートとして結

びつけることによって、観光資源としての価値をより高めている。この取り組みが、ま

た地域の環境保全と再生に大きな役割（多数の来訪者、新たな雇用）を担っていること

が本調査で明らかにすることができた。 

 
国内の産業遺産については、大正 2(1913)年に完成した大規模水力発電所・宇治発電所に
ついて、建築的な観点から、歴史と現状について考究し、現地調査と文献調査を実施した。
わが国で最初期の本格的な水力発電所であり、琵琶湖の水を新たに掘削した水路を通して
導き、その水でもって発電をおこなう水路式発電所であった。宇治発電所のために琵琶湖の
瀬田側より 12 の開渠と隧道が設けられ、発電所に送水され、宇治川に注ぐ。その距離は延
長 11km、落差 62ｍ、1800 万円の巨費でもって建設された。本館だけで 197 万円、発電機
と水車は 54 万円が費やされた。宇治発電所は明治 39(1906)年に設立された宇治川電気株
式会社が総力を挙げて、明治 41（1908）年から大正 2(1913)年までの 4 年間かけて建設し
たものである。同会社の資本金は1250万円であり、関西では最大規模の電力会社であった。
同社は関西電力に引き継がれている。宇治発電所は現在も現役稼働しており、わが国では最
古の現役発電所のひとつであるが、まったくの非公開施設である。と同時に世界遺産平等院
の対岸にあるというロケーションから、建設当初より人工的な丘が築造され、周囲のどこか
らもみえないようにカムフラージュされているために、広く知られるものではない。ただし
風致との関連より、煉瓦造ながらも外観は計算されてつくられており、もっともうつくしい
産業建築のひとつといえる。さらに宇治発電所本館の内部調査を実施し、その実態の把握に
つとめ、平面計画(プラン)・構造・意匠などの面から建築に関する調査をおこない、また建
築設計者の特定ならびに関わり方から、その建築史的な意義を考察した。その際に同時期に
建設された猪苗代第一発電所や木曽川発電所などと比較し、宇治発電所の特質を浮上させ、
建造物としての位置付けをおこなった。その中で得られた知見は次のとおりである。プラン
としては間口(桁行)・奥行(梁間)・建物の高さをポイントとし、発電機の数によって建物の
大きさが規定されることを示した。構造としては壁が煉瓦積み(下階は 3 枚半、上階は 2 枚
半)、床が鉄骨を架けた上に鉄筋コンクリートスラブ、小屋組は鉄骨のトラスとなり、その
上の屋根は鉄板下地のコンクリート打ちとなるなど、明治後期に大規模産業建築にみられ
た手法が用いられていたことを確認した。意匠は宇治の景勝地に立地したことから、外観を
美しく飾らなければならなかったために、外側表面には構造用煉瓦の上に化粧積煉瓦が用
いられたことを確認した。また設計者である河合幾次の設計の特徴である、構造的な補強手
法である煉瓦造のバットレスが外観を飾っている。この建築の設計は長らく不明であった
が、今回の文献調査で河合幾次が設計者であることを解明した。従来発電所も含めた産業建
築は建築設計者が不詳な事例が過半である。水力発電所であれば、土木技師の名前は記され
るが、建設にあたって本流ではない建築技師の名前が知られることは少ない。これまでは猪
苗代第一発電所に関しては辰野葛西建築事務所が設計したことはその事務所の経歴書から
知られていたが、河合幾次のように経歴書がみつかっていない建築家の設計物に関しては
不詳なことが多い。そのなかで今回見出された宇治発電所設計というエビデンスは重要で
ある。今回の文献調査によって長らく建築設計者が不明であった木曽川発電所(現八百津発
電所・重要文化財)も河合幾次の設計であることが判明した。設計者の発見は由緒を示すこ
とにくわえ、その建物のアイデンティティを再確認することにつながり、当該建物がどのよ
うな位置にあるのかを定めることに繋がる。河合幾次は大阪における民間建築事務所の草
分けのひとりであり、帝国大学工科大学造家学科を明治 25(1892)年に卒業し、逓信省建築
技師を経て、明治 33(1900)年に大阪に建築事務所を設けていた建築家であつた。以来昭和
初期まで建築事務所を自営した。ただその研究はほとんどなされておらず、今回までは知ら
れざる大物の建築家であった。河合幾次は宇治川電気の建築顧問を務め、この発電所以外に
も大阪の変電所や開閉所、事務所などの設計を担っていた。河合幾次の建築作品としては、
大阪ホテル(消滅・明治 36 年)や大阪商船本店(消滅・明治 38 年)、大阪商船門司支店(現存・
登録文化財・大正 6 年)、村山龍平邸(現存・重要文化財・明治 42 年・朝日新聞創設者・神戸
御影)などがある。一方で知られざる作品として工場や発電所などの産業建築があり、その
なかで宇治発電所は数少ない現存する建築であり、本調査ではそのあきらかにすることが
できた。 
また、鉄道遺産の価値変遷と電気品について、鉄道車両の主要電気品の主電動機、補助
電源装置、および 特に主制御器について、鉄道車両遺産の今後の評価基準となるよう
に、東芝・東洋電機製造・日立製作所・三菱電機のメーカー別に技術発展の跡づけを試
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さらなる構築も必須であると考える。 
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